









































リアリズムの手法を獲得した、彼の文学的転機として位置づけられてきた小説である。一方、 「秋」におけるリアリズムに疑問を投げか 、そうし 定 に対する反駁も見られた。本稿では、 「秋」という作品をリアリズムという観点から評価すべく、当時の文壇において、リアリズムという術語の持つ印象がど ようなものだった かを通覧する。江口渙のロマンチシズム提唱論に端を発したリアリズム対ロマンチシズムの論




の衣裳をまとった小説を書くことの多かった芥川龍之介が現代を積極的に題材として扱い、リアリズムの手法を獲得し 、彼 文学的転機として位置づけられ きた作品である。 「秋」に関するこの評価の背景には芥川自身の自評が根拠としてあるだろう。「 「秋」御褒めに預つて恐縮です自分では不慣れな仕事なので出来が好いのか悪いのか更 わか なくて閉口してゐます
(
 )」というように、新し
























な性格を認めている。また、吉田精一は「秋」は「彼としては珍らしく現代生活を正面から押して行き、それにとも角ある程度の成功を収めて、在来の作風に一転機を画したといわ た作品」であり、 「著 く写実的な小説」で、 「作者は在来のように黒幕のかげか 作中の人物をあやつっているのではなく、信子と う若い女性の中に自己の心を置」き「いわば対象に対する喰い入り方が、在来の作よりも深い」作品だと見做している
(
 )。川副國基も「秋」について、 「骨格を備えた写実的小説」





















る。いうまでもなく 芥川龍之介が「秋」で みずから 作風 転換をはかったとする説である。歴史から現代へ下降して、同時代を描くリアリズムの方法を手に入れたと う通念、ひいては、大正九年 芥川文学のひとつの転機とする理解 有力である」と従来 「秋」論を要約しつつ、 「 「秋」は〈現実〉を現実自体 重さにおいて描く を回避して、現実と作家主体と 一瞬の出会いにきらめく〈抒情〉をしか描い ない」とし、 「秋」の現実追究の不徹底を批判す
(
)。海老井英次は、 「一般

































硬化された人道主義の倫理観を批判 、荒唐無稽・空疎無内容な在来のロマンチシズムとは違う、 「芸術家そのものの全生命 充実し横溢した」「ロマンティック・ファンタジーの躍動」を求める。ここでも「実感」が重んじられ、谷崎・芥川が目標とされている。特にこの文章で注目するに足るのは、真純なるロマンチック・スピリットさえ保持しているなら「如何なる題材をもつてしても好い」 し ことにある。幻想的な題材、現実的な 、いずれもが肯われ いる。
作家の創作的幻想を要求して、実感を重要視する江口の主張は、リア























ズムを現代において要求することに関し、 「ロマンチシズムは極めて空疎」と言いのけ、 「いよ益々リアリズムを高調すべき時」であるとする。しかし、本間は「物質的、機械観的人生観照のリアリズムの立場に立てといふのではない」のであり 如上の物質的・機械観的人生観的のリアリズムを卑俗主義とした上 、ギュイヨーのつぎの言葉を引用する。 「善い意味に解釈した写実主義は、卑俗主義の正反対である。即ち其真義は尋常普通の生活の表現から、其輪郭の純美に宿る力を借り来つて、而も之と関聯する一切の な煩瑣な 嫌悪すべき分子を芟除する所にある。 の写実主義は、現実を卑俗から切り離すの謂である」 。重要なのは「一見した所では余り詩的とも見えない事物」に「詩 」を求めることだというのだ。同時に、 「何等現実に足 置かない 又は何等現実を潜つて来な 空想的乃至夢想的興味を排斥」 つつ、 「本当に現実の底に徹した夢は、最早、単なる幻ではな」く、 「現実以上の現実」であるとし、純芸術派を評価する余地を残している。
自然主義が乗り越えるべき対象として矢面に立たされていることはた

















を用ひると云ふ事と、真率と云ふ事とは、必しも背反するも ではない」という考えを積極的に検討し直し、 「技巧」と「内容」が「不即不離」な関係にあ ことを主張するこ にある。 「技巧」と「内容」との唇歯輔車の間柄を説明するために芥川は、 「リアリズムと才 が両立することを述べ、そのために「ロマンティシズムとリアリズム は氷炭相容れないものではない」と唱 。真率・内容はリア ズムに 技巧はロマンチシズムに結びつけられてい「或悪傾向を排す」では、本間久雄の「文芸時評」におけるリアリズムへ赴けという主張に対する詳細 点検がなされている。芥川 、本間のリアリズム提唱の論理的破綻 突くこ で、 「近来一部の人士の間にリアリズ 云ふ叫び声が、恰も才の蝗 逐ふ銅鑼の如く 鳴らされてゐる」趨勢に異を えようとする。リアリズムの提唱が、芥川頭の中で自然主義によるロマンチシズムの駆逐の推進に変形されているだろうことは想像する 難くない。自然主義 圧迫が芥川 焦慮を齎していたことを物語る。一方で芥川は、本間の「本当に現実
の奥深く探つて行つた幻」は「最
――











自分の心もちとが、ぴつたり一つにならなければ、小説は書け と述べている。ロマンチックな材料でも、表 次第で現実以上 捉え得るという「或悪傾向を排 」における主張は、この主張 変形であると同時に、リアリズムという観点でそうした態度を評価し直し い点で意義があ 。
同時に、本間久雄の「文芸時評」に対して極めて詳細な論理的点検を
試みるこの文章において 現実を味到することで現実から詩美を求めるべきだとする本間の重要な主張に対する当否を奇妙にも検討 ないことは、卑俗な要素を芟除して現実から詩美 見出 リアリズム 関 て肯定の態度が暗示されているこ を意味するだろう。芥川 材料を現実に
求めたとき、現実を詩的に美しく描く論理的背景は用意されている。
作家の経験を作品へと結びつけることを叫ぶ文壇の趨勢の中で、表現





































「よりよく現実を見んが為め」には「現実に対して適当の距離を置いて眺める」ことが肝要だとし、自然主義や理想主義 おけ リアリズムを再度矯 ようと試みる。 「現実に接近さへすれば芸術的であり、よくそ





































































されている。夫が「執念く性交を求め」ること 彼女 結婚生活が「精神的売淫」であること、彼女が 性に目覚めたと云ふ事実だけはしつかり」んでいること、 「夫の匂が、何か目に見えな 動物の吐息のやうに鼻を打つた」こと。 「秋◯

」で信子の官能が仮借なく明るみに出され




は事実ではなかつた。彼女は唯余人よりも神経質に生まれただけだつた。のみならずその神経質を押し通すことの出来る程度に資産を持つてゐただけだつた。この特色 除きさへすれば、いつも彼女を駆りやるもの 理智に 縁のない衝動だつた。殊に動物的本能 根ざした、何よりも残酷な衝動だつた。
（ 「晩秋」 ）
○信子は女子大学にゐた時から、才媛の名声を担つてゐた。彼女が早
晩作家として文壇に打 て出る事は、殆誰も疑はなか 中 は彼女が在学中、既に三百何枚かの自叙伝体小説を書き上げたなどと吹聴して歩くものもあつた。
（ 「秋」 ）






















もちを弄んでゐることを意識 てゐ 。殊に照子はかう云ふ意識に或罪悪さへ感じて 。しかしそれは他所目には見えない内部的事実に外ならなかつた。
（ 「晩秋」 ）
○だから彼女は在学中も、彼と一しよに展覧会や音楽会へ行く事が稀














とされ、 「世紀末の文芸」 、 「少
くも四五冊の和訳本は道徳的に彼女を解放してゐた」という。そのため「信子は彼女の学生時代に熱烈に何人かの友だちを愛した」 。 「晩秋」で信子の官能が描かれるのとはうらはらに、 「秋」の方では 彼女の官能は明瞭な形では記されていない。定稿との違 明 かだろう。「秋」は確かにリアリズムの小説である。それは、大正期という現

代









































































和田繁二郎「芥川の 秋」について」 （ 『立命館文学』 五六 四 ） 。
　　　
(
)
三好行雄「ある終焉
―
「秋」の周辺
―
」 （ 『芥川龍之介論』筑摩書房、
一九七六年九月） 。初出は「芥川龍之介のある終焉
仮構の生の崩壊」
（ 『国文学』一九七〇年一一月） 。
　　　　
(
)
海老井英次「 「秋」の象徴性
―
別稿との比較を中心に
―
」 （ 『文学論
輯』一九七九年一二月） 。
　　　　
(
)
神田由美子「秋」 （ 『作品論
芥川龍之介』双文社出版、一九九〇年一二
月） 。
　　　
(
)
海老井英次、前掲 「秋」の象徴性
―
別稿との比較を中心に
―
」 。
　　　　
(
)
神田由美子、前掲「秋」 。
　　　
(
)
高田知波「妹と姉 それぞれの幻像
―
芥川龍之介『秋』を読む
―
」
（ 『駒沢国文』二〇〇九年二月） 。
　　　
(
)
三好行雄、前掲 ある終焉
―
「秋」の周辺
―
」 。
　　　　
(
)
信野千夏「芥川龍之介「秋」論
―
自己保身の果て
―
」 （ 『昭和学院国
語国文』一九八六年三月） 。
　　　
(
)
山崎甲一「 「秋」
―
彼等三人の内面の劇
ドラマ
―
」 （ 『アプローチ
芥川龍
之介』明治書院、一九九二年五月） 。
付記
芥川の文章の引用は、 『芥川龍之介全集』 （岩波書店、一九九五年一一月～
一九九八年三月）に拠った。また、その他の資料の引用はすべて初出に拠る。引用にあたり、旧漢字は現行のものに改め、ルビ・傍点はすべて省略した。
